
掲載している事業・イベント等は、新型コロナウイルスの影響で変更・中止となる場合があります。最新情報は、各担当部署等にご確認ください。

Twitter

市公式ＳNＳ
YouTube

LINE Instagram

〒614-8501　京都府八幡市八幡園内75　電話（075）983-1111　FAX（075）982-7988
広報やわたは、古紙を配合した再生紙と
環境にやさしい植物インクを使っています

発行・八幡市役所　　編集・政策推進部秘書広報課ホームページ
http://www.city.yawata.kyoto.jp/

第    号712
令和４年
2022年 月11

令和４年(2022年) 10月１日現在
人口6万9660人 前月比 20人減
男：３万3854人 女：３万5806人
世帯 ３万3725世帯
動き 出生 28人 死亡 57人
( ９月分 ) 転入 236人 転出 227人

今
月
の
主
な
内
容

インスタグラム企画やわた

9
月
1
日
〜
10
月
2
日
に
開
催
し
て
い
た
「
や
わ
た
今
昔

名
場
面
」
優
秀
作
品
が
決
定
！　

受
賞
作
品
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

八幡市市制施行45周年記念

優秀作品

投　稿　者
１ m_k_dreamlightsさん　　　２ yarmadar3152さん　　　３ suzuran_3527さん
４ kiyoshi1946さん　　　　　  ５ Shirouchi1さん

今昔名場面

令和３年度決算、今月号から本紙の書体をＵＤフォント
に変更　 ２面
令和４年９月補正予算関連事業（男山緑地景観保全事業、
緊急支援給付金、家計支援給付金）、乳幼児の新型コロ
ナワクチン接種券発行の申請受付　 ３面
競争入札等参加資格審査申請の受け付け、11月は児童虐
待防止推進月間、パープルライトアップ、審議会傍聴で
きます　 ４面
国民健康保険料等の負担を軽減、消費税インボイス制度
説明会のご案内　 ５面
介護特集（11月11日は介護の日です）　 ６面
緊急地震速報訓練およびＪアラート（全国瞬時警報シス
テム）の情報伝達試験、子育てすくすく　 ７面

生活情報センター寄席、出前講座（後期分）、みんな
でやさしい日本語を使ってみませんか　 ８面
秋の行楽特集（秋の文化財一斉公開、交通安全フェア
in八幡）　 ９面
情報ひろば（市政、イベント、スポーツ、講座・教室、
募集）、「やわた秋写んぽ2022」フォトキャンペーン　
 10・11面
相談、年金、短信、生活、図書館　 12・13面
保健医療（健康診査・相談、予防接種、がん検診ほか）
　 14・15面
まちの話題（さくら公園よりみちマルシェ、やわたス
ポーツカーニバル2022、鎌倉殿の13人スペシャルフォ
ーラムin八幡、今月のこの人）　 16面

１

２

３

４ ５
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問
財
政
課

（
☎
９
８
３
・
１
６
９
７
）

議案等を原案どおり可決

令
和
３
年
度
の
決
算
状
況

　

９
月
２
日
に
開
会
し
た
令
和
４
年
八
幡
市
議
会
第
３

回
定
例
会
は
、
市
が
提
出
し
た
議
案
等
を
す
べ
て
認
定

・
可
決
・
同
意
し
、
10
月
12
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
と
な
っ
た
10
月
12
日
に
は
、
９
月
５
日
に
追

加
提
出
さ
れ
た
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定
に
関
す
る
議

案
８
件
、
９
月
22
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
男
山
緑
地
景

観
保
全
事
業
（
※
）
に
関
す
る
議
案
１
件
、
10
月
12
日

に
追
加
提
出
さ
れ
た
物
価
高
騰
緊
急
支
援
事
業
（
緊
急

支
援
給
付
金
、
家
計
支
援
給
付
金
）
に
関
す
る
議
案
１

件
の
採
決
を
行
い
、す
べ
て
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
３
面
に
詳
細
記
事
あ
り
。

６
％
減
）、
歳
出
３
１
４
億
６

０
７
４
万
５
千
円
（
前
年
比
13

・
６
％
減
）
で
す
。
歳
入
歳
出

差
引
総
額
は
８
億
７
３
８
８
万

７
千
円
で
、
翌
年
度
に
繰
越
す

べ
き
財
源
４
４
３
９
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
８
億

２
９
４
９
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

決
算
の
概
要

　

歳
入
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
地
方
交
付
税
が
14
億
５
６
２

７
万
４
千
円
増
え
る
な
ど
し
ま

し
た
が
、
国
庫
支
出
金
が
58
億

１
８
５
４
万
４
千
円
、
市
債
が

13
億
２
６
８
９
万
９
千
円
減
る

な
ど
、
歳
入
全
体
で
50
億
９
８

８
９
万
７
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
民
生
費
が
19
億
３
４
７
０

万
７
千
円
、
公
債
費
が
17
億
５

５
７
５
万
９
千
円
増
え
る
な
ど

し
ま
し
た
が
、
総
務
費
が
84
億

２
９
８
８
万
３
千
円
減
る
な

ど
、
歳
出
全
体
で
49
億
４
３
０

６
万
６
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況（
表
）

は
、
実
質
収
支
を
い
ず
れ
も
黒

字
で
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
の
決
算
状
況
の
詳
細

は
、
上
下
水
道
広
報
紙
「
や
わ

令
和
３
年
度
一
般
会
計
等
の

決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
３
２
３
億
３
４

６
３
万
２
千
円
（
前
年
比
13
・

　

市
制
施
行
45
周
年
を
記
念

し
、
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
書

体
を
、
多
く
の
人
に
読
み
や
す

い
よ
う
に
作
ら
れ
た
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

（
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
）
」
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
は
、
次
の
３

つ
を
主
眼
に
置
い
て
作
ら
れ
た

書
体
で
す
。

❶
文
字
の
形
が
分
か
り
や
す
い

❷
文
章
が
読
み
や
す
い

❸
読
み
間
違
え
に
く
い

　

シ
ル
エ
ッ
ト
の
似
た
文
字

（
数
字
の
「
３
」
「
８
」
な

ど
）
が
判
別
し
や
す
く
な
り
、

濁
点
な
ど
（
「
ば
」
「
ぱ
」
）

の
区
別
が
つ
き
や
す
い
こ
と
な

ど
が
特
徴
で
す
。

今月号から本紙の書体をＵＤフォントに変更しています

〜
演
歌
の
衰
退
と
関
係
人
口
〜

◆令和３年度会計別決算状況
会計名 歳入決算額 歳出決算額 差　引
一般会計 323億3,463万2千円 314億6,074万5千円 8億7,388万7千円

特
別
会
計

休日応急診療所 2,076万円 2,071万9千円 4万1千円
駐車場 804万7千円 733万7千円 71万円

国民健康保険 76億4,932万6千円 75億2,595万9千円 1億2,336万7千円
介護保険 60億6,760万6千円 59億5,754万7千円 1億1,005万9千円

後期高齢者医療 20億2,723万2千円 19億9,778万6千円 2,944万6千円
計 481億760万3千円 469億7,009万3千円 11億3,751万円

市議会
第３回定例会

令和３年度の主な事業　　　　　　　　　　　
◆新庁舎整備事業
◆日本語指導ボランティア養成講座
◆さくらＶＲの制作による「背割堤」の魅力発信
◆わかたけ保育園の園庭の天然芝生化
◆第３次八幡市環境基本計画の策定
◆市内特産品をやわたブランド「ヤワタカラ」とし
て認定
◆橋本駅周辺拠点整備事業
◆スケートボードパークの整備
◆八幡市防災アプリの運用
◆ＧＩＧＡスクール構想
◆橋本小学校および南山小学校の屋内運動場で空調
設備等を整備
◆文化センター１階および４階のトイレ改修等
　新型コロナ対策事業　　　　　　　　　　　　　
◆公共交通事業者等への支援金
◆住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付事
業
◆子育て世帯生活支援特別給付金
◆陽性者の自宅療養支援のため食料品等の配送
◆水道の基本料金の減免
◆八幡おうえん飲食券 など

た
の
上
下
水
道
」（
令
和
５
年

１
月
発
行
予
定
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

財
政
状
況

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
り
、
増
収
が
見
込
め
な
い

状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
社
会
保

障
関
係
経
費
の
増
加
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
・
防

災
対
策
の
促
進
、
就
学
前
施
設

の
再
編
な
ど
、多
く
の
財
政
需

要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
秘
書
広
報
課

（
☎
９
８
３
・
１
０
８
７
）

　

加
齢
や
障
が
い
な
ど
に
よ

り
、
文
字
の
判
別
が
難
し
く
、

読
み
づ
ら
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
に
替

え
る
こ
と
で
、
見
え
方
が
緩
和

さ
れ
、
読
み
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
年
齢
や
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が

見
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ユニバーサルデザイン

S389

S389
似た字形
判別しやすく

　

十
数
年
前
、演
歌
の
衰
退
の
原
因
は「
故

郷
に
錦
を
飾
る
」
と
い
う
心
情
の
喪
失
が

関
係
云
々
と
、
故
上
谷
元
議
長
と
議
論
し

た
こ
と
を
10
月
13
日
の
第
84
回
全
国
都
市

問
題
会
議
の
講
演
で
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
田
中
輝
美
（
島
根
県
立
大
学

地
域
政
策
学
部
）
准
教
授
の
「
地
域
と
の

新
し
い
関
わ
り
方
・
関
係
人
口
」
と
い
う

講
演
で
、
自
由
を
求
め
て
地
方
か
ら
都
市

へ
移
動
し
た
第
一
世
代
（
故
郷
を
持
つ
世

代
）
の
子
の
世
代
は
、
故
郷
を
持
た
な
い

故
郷
難
民
と
も
称
す
る
世
代
と
な
り
、
こ

の
中
の
故
郷
＝
つ
な
が
り
を
求
め
る
層
が

身
銭
を
切
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め

に
地
域
に
関
わ
る
と
い
う
関
係
人
口
の
ベ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

故
郷
の
喪
失
は
、
新
た
に
「
故
郷
や
わ

た
」
が
創
出
さ
れ
る
旨
の
こ
と
を
考
え
て

い
た
私
に
は
、
関
係
人
口
に
ま
で
は
思
い

が
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
谷
氏
は
、
彼

の
「
八
幡
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
構

想
の
中
で
捉
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
「
ふ
る
さ

と
や
わ
た
」
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
男
山

緑
地
景
観
保
全
事
業
（
３
面
に
詳
細
記
事

あ
り
）
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市税（29.3%）
94億6,519万4千円

民生費（46.5%）
146億3,011万4千円

総務費（13.5%）
42億3,598万6千円

教育費（8.4%）
26億4,112万円

公債費（13.4%）
42億1,103万7千円

土木費（5.0%）
15億8,891万5千円

衛生費（7.8%）
24億4,815万8千円

地方交付税
（16.0%）

51億7,458万7千円

歳入歳入

歳出歳出

国庫支出金
（24.1%）

78億410万6千円

府支出金（6.4%）
20億6,497万1千円

市債（10.2%）
33億46万円

一般会計歳入　323億 3,463万 2千円

自主財源（36.7%） 依存財源（63.3%）

商工費他（1.0%）
3億1,346万9千円

消防費（2.9%）
9億540万1千円

議会費（0.9%）
2億8,441万8千円

地方消費税交付金
（4.7%）

15億2,916万1千円

地方譲与税他（1.9%）
6億1,791万9千円

一般会計歳出　314億 6,074万 5千円

農林水産業費（0.6%）
2億212万7千円

分担金及び負担金
（0.2%）

5,708万8千円

使用料及び手数料
（1.3%）

4億936万2千円

財産収入他（3.0%）
9億6,670万2千円

繰入金（2.9%）
9億4,508万2千円
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　男山で大規模な太陽光発電施設建設
計画が進められようとしている土地に
ついて、将来的または恒久的な緑の景
観保全のために、土地購入費（１億5650
万円）および現地の測量費（2350万円）
にかかる補正予算１億８千万円を、市
議会で可決いただきました。
　経緯としては、地元自治会から提出
された同地での太陽光発電施設建設反
対と男山の山林を太陽光発電の開発禁
止区域とする条例の早期制定を求める

男山緑地景観保全事業について

問管理・交通課（☎983‒5144）

　

市
民
課
窓
口
や
市
内
の
公
民

館
な
ど
で
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
人
は
、
本
人
確
認

書
類
を
持
っ
て
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い

る
申
請
出
張
窓
口
を
利
用
す
る

に
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。
実

施
日
の
前
日
ま
で
に
市
民
課
へ

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ

る
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
世
帯
の
世
帯
主

❶
令
和
４
年
９
月
30
日
現
在
、
世
帯
全
員
の
令

和
４
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
世
帯

❷
予
期
せ
ず
令
和
４
年
１
月
〜
12
月
の
収
入
が

減
少
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
相
当
の

収
入
と
な
っ
た
世
帯
（
家
計
急
変
世
帯
）

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
被
扶
養
者

の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
を
除
く
。

※
生
活
保
護
受
給
者
や
令
和
４
年
９
月
30
日
現

在
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
外
国

人
も
要
件
を
満
た
す
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
・
令
和
４
年
度
い
ず
れ
か
の
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
（
10
万
円
）
を
受
給
済
み
で
も
、
要
件
に

該
当
す
れ
ば
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■11月のマイナンバーカード出張支援窓口日程表▲

受付時間　午前９時30分～正午、午後１時30分～４時30分
※四季彩館は午前10時～正午、午後１時30分～４時30分
※イズミヤ八幡店は午前10時30分～午後４時30分

場　所 日　程
志水公民館 １日(火)
男山公民館 ４日・11日・18日・25日の各金曜日
橋本公民館 ７日・14日・21日・28日の各月曜日
四季彩館 ８日(火）
生涯学習センター 10日・17日・24日の各木曜日、29日(火)
イズミヤ八幡店ひごペット前催
事場 12日(土)、13日(日)

美濃山コミュニティセンター 15日(火）
川口コミュニティセンター 22日(火)

■対象者
区　分 対　象 申　請

ひ
と
り
親

世
帯
分

① 令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けている人 不要

❷ 公的年金等の受給により、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない人(未申請
の人も含む)※児童扶養手当にかかる支給制限限度額を下回っている人に限る。 要

❸ 新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給
している人と同じ水準となっている人 要

ひ
と
り
親
以
外
の

世
帯
分

④ 令和４年４月分の児童手当または特別児童扶養手当の支給を受けている人で、令和４年度
住民税(均等割)が非課税の人

不要
(※)

⑤ 令和４年５月～令和５年３月分の児童手当または特別児童扶養手当の新規認定者等で、令
和４年度住民税(均等割)が非課税の人

不要
(※)

❻
令和４年３月31日時点で18歳未満の児童(障がいのある児童の場合は20歳未満)を養育する
父母等(④、⑤以外)で、令和４年度住民税(均等割)が非課税、または令和４年１月１日以
降の収入が急変し、住民税非課税相当の収入となった人

要

※公務員の人(児童手当受給者)または、令和４年６月以降に修正申告等により令和４年度住民税(均等割)が非課
税になった人は申請が必要です。
◆ひとり親世帯分、ひとり親世帯以外分の併給不可。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
児
童
１
人
に
つ
き
５

万
円
の
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

■
申
請
方
法　
表
の
❷
・
❸
・

❻
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
５

年
２
月
28
日（
火
）ま
で
に
子
育

て
支
援
課
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

※
給
付
金
の
対
象
と
な
る
人
に

よ
っ
て
申
請
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。
申
請
書
類
等
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
子

育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
表
の
①
・
④
・
⑤
に
該
当
す

る
人
で
、
給
付
を
受
け
て
い
な

い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

緊
急
支
援
給
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
た
世
帯

に
は
、１
世
帯
あ
た
り
７
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

緊
急
支
援
給
付
金

家
計
支
援
給
付
金

問生活支援課（☎983‒1515）

子育て世帯生活支援特別給付金
問
子
育
て
支
援
課
（
☎
９
８
３
・
１
１
１
２
）

■乳幼児（生後６カ月～４歳）の
　新型コロナワクチン接種券発行の
　申請受付について
　乳幼児（生後６カ月～４歳）の新型コ
ロナワクチン接種希望者の申請受付を11
月から開始します。
　右のＱＲコードにアクセ
スしオンライン申請をする
か、市コールセンターへお
問い合わせください。
※接種時期につきましては、市ホームペ
ージなどでお知らせします。
※接種には保護者の同伴や署名が必要で
す。保護者は、厚生労働省ホームページ
や接種券に同封する書類をご確認いただ
き、ワクチンの発症予防効果や副反応の
リスクなどについてご理解いただいた上
で、接種をご検討ください。

問八幡市新型コロナワクチン
　コールセンター（☎0570‒056‒786）

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
全
国
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
で
も

申
請
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

※
現
在
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
し
込
み
か

ら
お
渡
し
ま
で
に
２
カ
月
程
度

お
待
ち
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

マイナンバーカード
申請サポート窓口開設中

問市民課マイナンバーフリーダイヤル（☎0120‒038‒614）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

令
和
３
年
度
分・
令
和
４

年
度
分・
家
計
急
変
分
の

申
請
は
11
月
30
日
ま
で

　

本
給
付
金
の
令
和
３
年
度
分
・
令
和

４
年
度
分
は
、
対
象
と
な
る
見
込
み
の

世
帯
に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
計
急
変
分
の
対
象
と
な
る
世
帯

は
、
申
請
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
期
日
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。
期

日
ま
で
に
必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）。

請願が、令和元年９月に全会一致で採
択されたことを受け、令和２年１月に
八幡市太陽光発電設備の設置の規制等
に関する条例を施行しました。
　しかし、条例施行前にさかのぼって
の規制ができないことから、同地での
太陽光発電設備の設置を防ぎ、景観を
保全するためには、土地の所有権を取
得する以外に手立てはないと判断し、

土地を取得するための補正予算を上程
しました。
　なお、土地購入費については、不動
産鑑定評価を踏まえ、里道機能回復に
予想される必要経費を差し引いて算出
しています。
■取得予定地
　八幡大谷33番１　ほか30筆
■取得面積　90,255㎡

令和４年９月補正予算関連事業



（　）広 報 や わ た 第   号市政ニュース令和　年（　　年）　月 4712４ 112022

問契約検査課（☎983‒2201）

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
（令和４年度全国統一防火標語）

令和４年秋季全国火災予防運動 11月９日（水）～15日(火)

問消防本部予防課（☎981‒0304）

建設工事・測量等コンサルタント業務 物品等の供給
対　　象 市内・市外業者問わず

業　　務 建設工事または測量等コンサルタント業務 物品の製造の請負、売買および賃借並びに各種
役務の提供など

登録申請
資　　格

建設業法(昭和24年法律第100号)第３条の規定による
国土交通大臣または都道府県知事の許可を受けてい
る者(建設会社)

令和５年３月31日現在で、当該営業開始後１年
以上の者(許認可等の必要な業務については、
必要な許認可等を得た後１年以上の者)

審査基準日の直前２年の営業年度に完成工事高また
は測量等実績高のある者

直前１年の営業年度に営業実績高のある者

成年被後見人、被保佐人もしくは被補助人または破産者で復権を得ていない者でないこと
市税その他納付金などの未納がない者
資格審査申請書を提出するときまでに市が発注した
事業に関係する債務を履行していない者でないこと

受付期間 11月１日(火)～12月16日(金)必着
受付方法 郵送(宅配便可)または持参
必要書類 申請書、印鑑登録証明書、登記簿謄本、納税証明書など

登録有効
期　　間

市内業者：令和５年４月１日～
　　　　　令和６年３月31日(１年間)
市外業者：令和５年４月１日～
　　　　　令和７年３月31日(２年間)

令和５年４月１日～
令和６年３月31日(１年間)

名　称 開設日時・時間 電話番号

八幡市女性相談
月～金曜日(祝日除く)
午前10時～正午、
午後１時～５時
(受付は午後４時まで)

983‒1784

内閣府
ＤＶ相談ナビ 毎日24時間対応 #8008

住宅防火いのちを守る10のポイント
●４つの習慣▲

寝たばこは絶対にしない、させない。▲

ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。▲

こんろを使うときは火のそばを離れない。▲

コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
●６つの対策▲

火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。▲

火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。▲

火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。▲

火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。▲

お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。▲

防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

八幡市防火推進連絡会主催
防火ポスターコンクール

▲ 最優秀作品
　橋本小学校　４年１組　雑賀　柚穂さん

早朝駅前街頭広報
　秋季全国火災予防運動の実施期間にあわせて、火
災予防の呼びかけを行うため、次の日時に街頭広報
を行います。ご理解とご協力をお願いいたします。
■日時　11月９日(水)午前７時15分～８時
■場所　京阪石清水八幡宮駅前

火災・救急統計
消防本部 ☎981‒4119

令和４年１月～９月累計
（　）内９月分

昨年同期
累計

火災出動 14件 (0) 6件
火災以外の出動 293件 (23) 234件
救急出動 3,177件 (334) 2,838件
搬送人員 2,833人 (294) 2,641人

●
児
童
虐
待
予
防
の
た
め
の
講
演
会

　「
子
ど
も
の
虐
待
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

　

児
童
虐
待
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
一
般
に
本
来
大
人
が
担
う
よ

う
な
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的

に
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ

と
を
い
う
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
関
す

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料
）。

■
日
時

11
月
15
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

４
時
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

■
場
所　
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階
小
ホ
ー
ル

■
定
員

80
人

■
講
師　
白
山　

真
知
子
さ
ん
（
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐
待
防
止
協
会
）、
木
村　

健
さ
ん
（
京
都
府
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
）

申
11
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、

子
育
て
支
援
課　

家
庭
児

童
相
談
室
へ
電
話
、
ま
た
は

上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

昨
年
の
パ
ー
プ
ル
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
様
子

　

令
和
５
年
度
に
市
が
発
注
す

る
業
務
に
か
か
る
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
を
、
左
記

の
要
領
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
し
て
い
な
い
と
、
競
争

入
札
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

※
申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
契
約
検
査
課
窓
口

で
入
手
で
き
ま
す
。

競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
け
付
け

審議会傍聴できます
傍聴希望の人は、当日の会議開始20
分前～10分前に会場入口へお越しくだ
さい。定員はいずれも５人（先着順）
です。
■第４回八幡市総合計画検討懇談会
　第５次八幡市総合計画後期基本計画
の策定に向けた意見交換を行うため、
懇談会を開催します。▲

日時　11月24日（木）午後１時30分～▲

場所　市役所分庁舎２階会議室Ａ

■第７回まち・ひと・しごと
　創生検討懇談会
　令和３年度の八幡市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略の実績などについて
報告後、各委員からのご意見をいただ
き、効果検証を実施します。出された
ご意見は、今後の地方創生にかかる取
組方針への反映を検討することにして
います。▲

日時　11月４日（金）午後３時30分
から開始予定▲

場所　文化センター３階会議室３

（令和４年度「児童虐待防止推進月間」標語）
　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対

応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
し

て
お
り
、
特
に
子
ど
も
の
生
命

が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
重
大
な
事

件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
厚
生

労
働
省
で
は
、毎
年
11
月
を「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定

め
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

広
報
・
啓
発
活
動
を
集
中
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
で

　
子
ど
も
に
つ
い
て
　
　
　
　

▼
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ

声
や
保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す

る
▼
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
あ

と
が
あ
る
▼
衣
類
や
か
ら
だ
が

い
つ
も
汚
れ
て
い
る
▼
落
ち
着

き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る
▼
表
情

が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い
▼
夜

遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い

る　
保
護
者
に
つ
い
て
　
　
　
　

▼
地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く

孤
立
し
て
い
る
▼
小
さ
い
子
ど

も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
外
出
し

て
い
る
▼
子
育
て
に
関
し
て
拒

否
的
・
無
関
心
で
あ
る
▼
強
い

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
▼

子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自

然
な
説
明
を
す
る

児
童
虐
待
か
も
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
を

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。
匿
名
に
よ

る
連
絡
も
で
き
ま

す
。
連
絡
者
や
連

絡
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」期
間（
11
月
12
〜
25

日
）
に
あ
わ
せ
て
、
本
運
動
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ

ボ
ン
に
ち
な
み
、
パ
ー
プ
ル
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　

パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

は
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る

暴
力
の
根
絶
を
広
く
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
被
害
者
に
対
し

て
、「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
日
時

11
月
12
日
（
土
）
〜

24
日
（
木
）
午
後
５
時
〜
８
時

■
点
灯
場
所　
さ
く
ら
で
あ
い

館
展
望
塔

※
駐
車
場
は
午
後
５
時
ま
で

で
、夜
間
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
お
悩
み
や
お

困
り
ご
と
は
、
下
表
の
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
で
あ
い
館
を
パ
ー
プ
ル
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

令
和
４
年
度「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」啓
発
事
業

問子育て支援課家庭児童相談室（☎983‒3148）

問
人
権
啓
発
課
（
☎
９
８
１
・
３
１
２
７
）

11月は児童虐待防止推進月間

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

「もしかして？」 ためらわないで！ いちはやく

189

問政策推進課（☎983‒1014）

®
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国
民
健
康
保
険
料
等
の
負
担
を
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
の

保
険
料
軽
減

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
り

失
業
し
た
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
加
入
者
の
保
険
料
を
軽
減
し

ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

■
対
象　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
人

①
離
職
時
点
65
歳
未
満

②
雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格

者
」ま
た
は「
特
定
理
由
離
職
者
」

と
認
定
さ
れ
た
人

※
特
定
受
給
資
格
者
と 

特
定
理

由
離
職
者
の
確
認
は
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保

険
受
給
資
格
通
知
に 

記
載
さ
れ

て
い
る
離
職
年
月
日
と 

離
職
理

由
コ
ー
ド
（
表
）
で 

確
認
で
き
ま

す
。

■
軽
減
方
法　
失
業
者
の
前
年
給

与
所
得
を
実
際
の
３
割
と
み
な
し

て
保
険
料
を
算
定
し
、
ま
た
高
額

療
養
費
負
担
限
度
額
等
の
所
得
区

分
の
再
判
定
を
行
い
ま
す
。

※
給
与
所
得
以
外
の
所
得
や
失
業

者
本
人
以
外
の
国
保
加
入
者
の
給

与
所
得
は
対
象
外
で
す
。

■
軽
減
期
間　
離
職
日
翌
日
の
属

す
る
月
か
ら
翌
年
度
末
の
間

（
例
）
令
和
３
年
３
月
31
日
〜
令

和
４
年
３
月
30
日
に
失
業
し
た
人

国
保
料
＝
離
職
日
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で

高
額
療
養
費
負
担
限
度
額
等
＝
離

職
月
の
翌
月
か
ら
令
和
５
年
７
月

ま
で

※
他
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
等
に

よ
り
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た

時
点
で
軽
減
終
了
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民

健
康
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
通
知

そ
の
他
の
失
業
者
の

保
険
料
減
免

　

退
職
に
よ
る
国
保
加
入
者
が
雇

用
保
険
を
受
給
す
る
場
合
、
そ
の

受
給
期
間
に
相
当
す
る
保
険
料
に

つ
い
て
、
所
得
割
の
月
割
額
を
３

割
減
免
し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民

健
康
保
険
証
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
通
知

※
失
業
等
に
よ
り
前
年
所
得
が
著

し
く
減
少
す
る
国
保
加
入
者
も
減

免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

一
部
負
担
金
の
減
免
等

　

国
保
加
入
者
が
、
医
療
機
関
で

１
カ
月
に
支
払
う
一
部
負
担
金
が

高
額
と
な
る
場
合
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
一
部
負
担
金
を
減

免
し
ま
す
。

■
減
免
期
間　
原
則
年
間
３
カ
月

以
内
（
医
師
の
意
見
に
よ
り
最
大

６
カ
月
ま
で
延
長
可
）

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
国
民

健
康
保
険
証
、
給
与
支
払
証
明
書

な
ど
加
入
者
全
員
の
収
入
状
況
等

を
証
明
で
き
る
書
類
、
通
帳

※
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■非自発的失業者の要件となる
　離職理由コードと離職理由
離職理由
コ ー ド 離職理由

11 解雇（離職理由コード50の重
責解雇を除く）

12
天災その他の理由により事業
の継続が不可能になったこと
による解雇

21
雇止めによる退職（雇用期間
３年以上、契約更新１回以上、
雇止め通知ありの場合）

22
雇止めによる退職（雇用期間
３年未満、更新明示ありの場
合）

23 契約期間満了（雇用期間３年
未満、更新明示なし）

31
事業主からの働きかけによる
正当な理由のある自己都合退
職、退職勧奨

32 事業所移転等に伴う正当な理
由のある自己都合退職

33
やむを得ないと判断される自
己都合退職（被保険者期間が
12カ月以上の場合）

34
やむを得ないと判断される自
己都合退職（被保険者期間が
６カ月以上12カ月未満の場合）

※受給期間終了後、雇用保険受給資格者
証または、雇用保険受給資格通知を破棄
されている場合は公共職業安定所（ハロ
ーワーク）でご相談ください。

開催日 番号 時　間 内　容 定　員 場　所
11月11日(金) ① 午前10時～11時

◆インボイス制度説明会
◆登録申請相談会

各回とも20人
※参加無料。

宇治税務署別館大会議室
(宇治市大久保町井ノ尻60-3)
※ご来場の際は公共交通機関
をご利用ください。

② 午後２時～３時

11月25日(金) ③ 午前10時～11時
④ 午後２時～３時

12月９日(金) ⑤ 午前10時～11時
⑥ 午後２時～３時

12月23日(金) ⑦ 午前10時～11時
⑧ 午後２時～３時

※①、④、⑥、⑦のインボイス制度説明会は、消費税の仕組みから知りたい人向けの内容です。

　柔道整復師による施術
は、保険給付対象になる
ものとならないものがあ
ります。保険給付対象と
ならない施術を受けた場
合には被保険者証は使えませんので、ご注意
ください。
　保険が使えるとき　　　　　　　　　　　

▼外傷性のねんざ・打撲（スポーツでのねん
ざ等）

▼医師の同意がある場合の骨折・脱臼

▼応急処置で行う骨折・脱臼の施術（応急手
当後の施術には、医師の同意が必要）
　保険が使えないとき（全額自己負担）　　　

▼単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）
肩こり・腰痛

▼スポーツや仕事による筋肉痛・筋肉疲労

▼脳疾患後遺症などの慢性病や、症状の改善
がみられない長期の施術

▼保険医療機関（病院・診療所など）で同じ
負傷等の治療中のもの

▼労災保険が適用となる仕事中や通勤途上で
の負傷

医療費の適正化にご協力ください
　国民健康保険の医療費は加入者の保険料な
どで賄われています。柔道整復師に保険の使
える範囲を相談し、適切に受診することで医
療費の適正化につながります。皆さまのご理
解とご協力をお願いします。

問国保医療課国保係（☎983‒2962）

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ

れ
る
消
費
税
の
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）

の
説
明
会
と
登
録
申
請
相
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
、
税
務
署
へ
の
登
録
申

請
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
事
前

の
準
備
が
必
要
で
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
開
催
日
前

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
宇
治
税

務
署
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

消費税インボイス制度説明会のご案内

　

固
定
資
産
税（
第
４
期
分
）、
国
民

健
康
保
険
料（
第
６
期
分
）の
納
期
限

は
11
月
30
日（
水
）で
す
。
納
期
限
ま

で
に 

市
税
等
取
扱
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
、ス
マ
ホ
決
済（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ

ｙ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
ａ
ｙ
）、
市
役
所

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
市
税
等
取

扱
金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
は
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま

す
）。ま
た
、口
座
振
替
を
ご
利
用
の

人
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
ご
希
望

の
人
は
、
引
き
落
と
し
を
希
望
さ
れ

る
月
の
前
月
15
日
ま
で
に
口
座
振
替

依
頼
書
を
市
税
等
取
扱
金
融
機
関

（
市
外
の
金
融
機
関
に
は
同
依
頼
書

が
な
い
場
合
あ
り
）
や
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
ご
利
用
の
場
合

は
、
直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
ず
滞
納

と
な
っ
た
場
合
は
、
督
促
状
（
督
促

手
数
料
１
０
０
円
を
加
算
）
を
送
付

後
、
京
都
地
方
税
機
構
に
徴
収
権
限

を
移
管
し
ま
す
。

市
税
等
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

問宇治税務署法人課税第１部門
　（☎0774‒44‒4452）

問
税
務
課
収
納
係
（
☎
９
８
３
・
２
４
８
１
）

問税務課市民税係（☎983‒1113）

コンビニで
税の証明書が取得できます
　マイナンバーカードを使って、カード
所有者本人分の税の証明書が全国のコン
ビニ等で取得できます。コンビニ等にあ
るマルチコピー機を使って、案内画面に
表示される「行政サービス」のメニューを
選択し、手順に従って操作してください。
※利用にはマイナンバーカードとカード
受領時に設定した４桁の暗証番号が必要
です。
■取得できる証明書
　令和４年度所得証明書、課税（非課税）
証明書
※確定申告等により所得に変更があった
場合は、証明書への反映に時間がかかる
場合があります。
※証明年度の１月１日と証明書取得時点

で八幡市に住民登録がない場合、証明書
の発行はできません。
■サービスの利用時間
　午前６時30分～午後11時（土・日・祝
日含む）
※12月29日～１月３日とシステムメンテ
ナンス日は利用不可。
■交付手数料　１通300円
※利用できる店舗や利用方法など、詳し
くはお問い合わせください。

◆　　　　　　◆　　　　　　◆

「税を考える週間」絵画展
　11月11日（金）～17日（木）の「税を
考える週間」にあわせて「税金でつくら
れているもの」をテーマに市内小学生が
描いた絵画を展示します。
期　間　11月11日（金）～17日（木）
　　　　※16日（水）は除く。
場　所　文化センター１階ロビー

国民健康保険で
柔道整復師（　　）による
施術を受けられる人へ

整骨院
接骨院
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●要介護認定とは
　その人がどのくらい介護を必要とするかを判断するもので、認定の結
果に応じて、対象の介護保険給付やサービスの種類が決
まります。
　申請窓口は高齢介護課で、本人や家族、ほっとあんし
んネット、居宅介護支援事業所、介護保険施設による代
行申請も可能です。詳細は右のＱＲコードからご覧くだ
さい。
●介護保険制度パンフレット
　要介護認定の手順をはじめ、介護保
険制度の仕組みや介護保険サービスの
種類や費用など、介護保険制度全般の
情報をまとめたパンフレットを高齢介
護課で配布（市ホームページにも掲載）
していますので、ご利用ください。

加齢による物忘れは、体験の一部を忘れたり、忘れていることを指摘
されると思い出します。
認知症による物忘れは、体験したことすべてを忘れたり、物忘れの自
覚がないなど、分からないことが増えるので日常生活に支障が出てきま
す。
　認知症は、早期受診や診断・治療が大切です。ひと
りで抱えこまずにかかりつけ医やほっとあんしんネッ
トに相談しましょう。
●「みんなで支え合う　認知症ガイドブック」について
　認知症の説明や診断ができる病院、困ったときに相
談できる窓口の情報などをまとめた「みんなで支え合
う　認知症ガイドブック」（右図）を発行しています。
　ガイドブックは高齢介護課や市内４カ所のほっとあ
んしんネットで配布、市ホームページにも
掲載しています。
　あわせて、認知症に関するさまざまな情
報を発信しているポータルサイト「きょう
と認知症あんしんナビ」も活用してくださ
い。
※詳細は右のＱＲコードから確認できます。

　介護の日は、平成20年に厚生労働省が
介護に関する啓発を実施する日として定
められました。
　「まだ介護は必要ない」と思っていて
も、加齢による体の不調や急病、予期せ
ぬ事故などにより、突然介護が必要にな

ることがあります。いざという時に困ら
ないように介護の知識を身につけておく
ことが大切です。
　介護は誰にとっても身近な問題です。
この日を介護について考えるきっかけと
しましょう。

八幡市
あんしんネットワーク事業について

ほっとあんしんネットについて

看取りについて

介護が必要になったとき

認知症について

Ｑ 親が突然倒れて介護が必要になった。何から始め
たらいいの？

Ａまず、高齢介護課やほっとあんしんネット（地域包括支援センタ
ー）に相談してみましょう。
また、介護保険サービスを利用するには、要介護認定を受ける必
要があります。

名称（住所） 電話番号 担当圏域
ほっとあんしんネット梨の里
（八幡柿木垣内25-1） 982-0125 男山中学校圏域

ほっとあんしんネットやまばと
（男山金振24-1） 982-8000 男山第二中学校圏域

ほっとあんしんネット美杉会
（男山泉19） 971-3576 男山第三中学校圏域

ほっとあんしんネット有智の郷
（内里北ノ口5-1） 972-1000 男山東中学校圏域

認知症による物忘れの例 加齢による物忘れの例
食べたこと自体を忘れる 何を食べたか思い出せない

置き忘れ、紛失が頻繁になる 物を置いた場所を思い出せないこと
がある

ヒントがあっても思い出せない ヒントがあれば思い出せる

～いい日、いい日、毎日、あったか介護ありがとう～

介護保険制度
パンフレット

要介護（要支援）
認定の申請につ
いて

（地域包括支援センター）

　協力機関等（スーパー、郵便局、介護サービス
事業所など）によるさりげない見守りや、認知症
高齢者などが行方不明になった時、警察署や協力

機関等の協力を得て、早期発見・保護につなげる
ための取り組みです。
　行方不明になるおそれのある認知症高齢者等の
身体的な特徴や連絡先、写真等を事前に登録する
ことで、行方不明になった時に警察署や協力機関
等に速やかに情報提供を行うことができます。な

お、登録した情報は、公開範囲を指定することが
できます。
　事前登録をするためには、登録書を
高齢介護課に提出する必要があります。
※詳しくは右のＱＲコードをご覧くだ
さい。

11月11日は

介護の日です
問高齢介護課(☎983‒5471)

Ｑ 最近、親の物忘れが多くって。これって認知症？

Ａ物忘れには、主に「加齢」による場合と「認知症」による場合に
分かれます。その違いについては下表のとおりです。

Ｑ ほっとあんしんネットって何？

Ａ高齢者が今住んでいる地域で生活できるように介護・福祉・健康
・医療などのさまざまな分野から総合的に支援していくための相
談窓口で、中学校校区ごとに４カ所設置しています。

　ほっとあんしんネットには、介護分野の専門家の主任介
護支援専門員、保健・医療分野の専門家の保健師、社会福
祉分野の専門家の社会福祉士が配置されています。
※詳細は右のＱＲコードから確認できます。

認知症
ガイドブック

きょうと
認知症
あんしんナビ

Ｑ 住み慣れた自宅で人生の最期を迎えたいのですが、
どのようなサービスがあるの？

Ａ介護保険サービスや訪問診療、往診などがあります。サービスを
受ける前に、担当のケアマネジャーに相談しましょう。

●人生の最期を考える「人生会議」
　もしものときのために、自身
が望む医療やケアについて前も
って考え、繰り返し話し合い、
共有する取り組みのことを「人
生会議」と呼びます。
　年齢を重ねるごとに、出来る
ことが減り、自分一人では考え
がまとまらなくなり、周囲の協
力が必要になる場合がありま
す。そうなる前に、家族や友人
などの近しい人と自分自身の想
いや状態、これから起こりうる
課題を理解し、それを伝え共有
していくことが重要です。
　「人生会議」は、自身の希望
が大切にされると同時に、信頼
する人たちの負担を減らすこと
ができます。
　詳しくは厚生労働省のホーム
ページ（右のＱＲ
コードからアクセ
ス可）をご覧くだ
さい。
※このような取り組みは、個人の主体的な行いによって考え、進めるも
のです。知りたくない、考えたくない人への十分な配慮が必要です。

■人生会議の話し合いの進め方（例）
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　センターでは、赤ちゃんには
じめての１冊をプレゼントして
います。
対象講座参加日に生後２カ月か
ら１歳の誕生月までのお子さん
とその保護者
　日程や場所、申込など、詳し
くは上記のＱＲコードから市ホ
ームページをご覧いただくか、
各センターまでお問い合わせく
ださい。

　親子で遊ぶ場、子育て相談、発達
相談（予約制。利用時間内に各セン
ターへ）、育児の情報交換の場を無
料で提供しています。各種事業など
詳しくは、上記のＱＲコードから市
ホームページをご覧ください。

▲

開設日＝月曜～金曜日（全支援セ
ンター）および土曜日（すくすくの
杜のみ、あいあいポケットは第２土
曜日のみ）▲

利用時間＝午前９時～正午、午後
１時～４時▲

休館日＝日曜日、祝日および年末
年始（12月29日～１月３日）

すくすくの杜
離乳食展示

▲

２日（水）、22日
（火）
すくすくバスツアー

▲

15日(火)、
22日（火）
対　象　妊婦さんと生後２カ月～
おおむね３歳未満の親子８組
助産師のお話

▲

19日（土）午前10
時30分～11時30分
対　象　生後２カ月～おおむね３
歳未満の親子10組　申１日(火)～
ハグモミ講座

▲

29日(火) 午前10
時30分～11時30分
対　象　生後２カ月～１歳の親子
10組　申７日(月)～

あいあいポケット
子どもの病気とケガ～もしもの時
の対処法～

▲

15日（火）午前10時
30分～11時30分
対　象　妊婦さんと生後２カ月～
就学前の親子10組　申１日(火)～
女性の為の美姿勢トレーニング

▲

29日(火)午前10時30分～11時30分
対　象　妊婦さんと生後２カ月～
就学前の親子10組　申１日(火)～

事業名 内容など 日　程

サ
ロ
ン

ひよこサロン
(A) お母さん同士で気軽にお

しゃべり
時間：午前10時～11時15分
対象：妊婦さんと生後２カ

月からＡは６カ月、
Ｂ・Ｃは１歳半まで
の親子

28日(月)
あいあいポケット
申１日(火)～ (７組)

あいあいサロン
(B)

18日(金)
あいあいポケット
申１日(火)～ (７組)
12月８日(木)
あいあいポケット
申28日(月) ～ ( ７組)

そよかぜサロン
(C)

30日(水)そよかぜ
申１日(火)～ (５組)

あそびの広場

手遊びやふれあい遊び、
遊びの紹介
時間：午前10時～11時30分
対象：妊婦さんと１歳半～

就学前の親子

９日(水)
橋本児童センター
申１日(火)～ (10組)
17日(木)
竹園児童センター
申１日(火)～ (10組)
12月９日(金)
竹園児童センター
申28日(月) ～ (10組)

赤ちゃんの広場

手遊びやふれあい遊び
時間：★午前10時～11時

15分、☆午前10時
30分～11時30分

対象：妊婦さんと生後２カ
月～１歳半くらいの
親子

※保育園は各園へ事前予
約要。

９日(水)
★南ケ丘保育園、
★くすのき保育園(離乳食
展示あり)
11日(金)★
南ケ丘第二保育園(離乳食
展示あり)
11日(金)☆
竹園児童センター
申１日(火)～ (10組)
15日(火)★
みその保育園
16日(水)★
わかたけ保育園(離乳食展
示あり)
22日(火)☆
橋本児童センター
申１日(火)～ (10組)
12月７日(水)☆
橋本児童センター
申28日(月) ～ (10組)

みんなの広場

親同士の交流および子育
て相談のできる場
時間：午前10時30分～11

時30分
対象：妊婦さんと生後２カ

月～就学前の親子

１日(火)
山柴公民館
申受付中

離乳食講座

時間：①午前９時30分～
10時15分、②午前
10時45分～11時30
分

対象：①生後２カ月～８カ
月の親子、②生後９
カ月～１歳半の親子

16日(水)
橋本公民館
申１日(火)～ (各５組)
12月６日(火)
生涯学習センター
申21日(月) ～ (各５組)

時間午前10時～11時30分(〇は午前10時～11時、●は午
前10時30分～11時30分、▲は午前11時～正午)。
※持ち物や対象など、詳しくは右記のＱＲコードから市ホ
ームページをご覧いただくか、各園までお問い合わせください。

園
開
放
日

園　名 日　程

保
育
園

南ケ丘☎981‒3125 18日(金)楽器で遊ぼう(予約制)
21日(月)園庭開放

南ケ丘第二☎982‒3330 ４日(金)園庭開放
22日(火)園庭で遊ぼう(予約制)

みその☎981‒8101 ２日(水)散歩に行こう(予約制)
10日(木)園庭開放

わかたけ☎983‒1313 10日(木)身体を動かして遊ぼう(予約制)
22日(火)園庭開放

男山☎982‒0701 11日(金)園庭開放
19日(土)男山フェスティバル

ぶどうの木☎982‒9013 17日(木)○園庭開放
17日(木)○やきいもをたべよう

くすのき☎983‒1200 16日(水)園庭あそび

幼
稚
園

八幡☎981‒0180 ９日(水)園庭開放
21日(月)つくって遊ぼう

八幡第三☎982‒8566 10日(木)さくら公園で遊ぼう！
24日(木)園庭開放

八幡第四☎982‒2447 10日(木)つくって遊ぼう
24日(木)園庭開放

橋本☎982‒0607 ２日(水)園庭開放
24日(木)秋の遊びをしよう！

なるみ☎982‒3368 ９日(水)パラバルーンであそぼう！
申10月31日(月)午前10時～

認
定
こ
ど
も
園

有都☎981‒0873

７日(月)園児と遊ぼう
９日(水)園庭開放
11日(金)赤ちゃん広場(予約制)
※いずれも午前10時～11時15分
月～金：育児相談(電話受付)
月・火：ちびっこひろば(各５組　予約制)
金：ぴよぴよらんど(各５組　予約制)
※午前10時～11時30分、午後１時30分～４時。

山鳩☎981‒0982 ４日(金)・18日(金)○園庭であそぼう(予約制)
山鳩第二☎981‒0700 ２日(水)親子で楽しくリトミック(予約制)

４日(金)・18日(金)園庭開放
歩学園幼稚園☎971‒5687 24日(木)●工作２日(水)・11日(金)・15日(火)●園庭開放
早苗幼稚園☎981‒2268 16日(水)▲園庭開放

※防災行政無線の放送内容が聞き取
れなかった場合などは、防災行政無
線テレホンサービス（☎982‒2484、
982‒2485）や八幡市防災アプリから
ご確認いただけます。

　次の日程に全国一斉に緊急地震速
報訓練およびＪアラートの情報伝達
試験が行われます。
　実施日には、緊急時における情報
伝達手段の起動確認を行うため、八
幡市内の防災行政無線から試験情報
が流れます。ご理解とご協力をお願
いいたします。

緊急地震速報訓練について

　緊急時において、迅速かつ確実な
情報伝達が実施できるよう、緊急地
震速報訓練が実施されます。

　八幡市防災行政無線より訓練用の
緊急地震速報が流れます。放送を確
認した際には、姿勢を低くし、頭を
守る、安全な場所に移動するなど、
身の安全を確保する行動を実践して
みましょう。
■日時　11月２日（水）午前10時ごろ
■内容　「（チャイム）こちらは八幡
市です。ただいまから訓練放送を行
います。（緊急地震速報チャイム音）
緊急地震速報。大地震です。大地震
です。これは訓練放送です（３回繰
り返し）。こちらは八幡市です。こ

れで訓練放送を終わります（チャイ
ム)」

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）
全国一斉情報伝達試験
　市内36カ所の防災行政無線から次
の日時に放送が流れます。試験放送
のため、避難をする等の必要はあり
ませんので、ご注意ください。
■日時　11月16日（水）午前11時
■内容　「（チャイム）これはＪアラ
ートのテストです（３回繰り返し）。
こちらは八幡市です。（チャイム)」 問防災安全課（☎983‒3200）

緊急地震速報訓練およびＪアラート（全国瞬時警報システム）の情報伝達試験の実施について

子はたからプロジェクト

▲

４日（金）、17日（木）午前11
時15分～、すくすくの杜
対　象　概ね３歳までの親子15組
※参加者には絵本をプレゼント。
申・問健康推進課（☎983‒1115）

iOSandroid

子 育 て
すくすく
11月

子育て講座
センターでは

子ども・子育て支援センター
すくすくの杜（☎ 972-1085）
子育て支援センター
あいあいポケット（☎983-8747）
第二子育て支援センター
そよかぜ（☎ 981-5009）

いろんな遊びやふれあいの場

はじめての絵本
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市職員が
出前講座
（後期分）

　

市
職
員
が
、
市
民
団
体
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
、
行
政
の

仕
組
み
や
事
業
、
施
策
な
ど
市

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
テ
ー
マ
で
お
話
し
を
す
る

「
出
前
講
座
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
後
期
（
12
月
１
日

か
ら
）
で
開
講
す
る
出
前
講
座

は
表
の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
で
き
る
団
体　
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で
構
成
す
る
団

体■
講
座
時
間
・
人
数　
意
見
交

換
を
含
め
て
１
時
間
程
度
で
、

最
低
開
催
人
数
は
10
人
（
利
用

無
料
）。

※
会
場
の
手
配
や
開
催
の
お

知
ら
せ
、
当
日
の
進
行
は
申
し

込
ま
れ
た
団
体
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
し
込
み　
開
催
日
１
カ
月

前
ま
で
に
、
申
込
書
（
市
民
協

働
推
進
課
や
市
内
公
共
施
設
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
協
働
推
進
課
へ
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策　

広
い
会
場
を
確
保

し
、
３
密
を
避
け
る
対
策
（
換

気
、
マ
ス
ク
着
用
、
人
数
制
限

な
ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
開

催
時
期
の
見
直
し
な
ど
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令和４年度八幡市後期出前講座一覧
マイナンバー制度について 動物の愛護および管理について フレイル(心身の衰え)について
第５次八幡市総合計画について ごみの分別について 木造住宅耐震化事業について
行財政改革について 八幡市の観光について 高齢者運転免許証返納と公共交通について
広報やわたについて 魅力的で身近な商店街とは 公園の維持管理について
個人情報保護制度と情報公開制度について 民生委員・児童委員について 橋の維持管理について
八幡市での生活オリエンテーション（外国人受入企業向け）災害時要援護者支援対策事業について 火災予防について
悪質商法について 障がい福祉サービスについて 応急手当について
八幡市の財政状況について 障害者差別解消法について 上下水道事業の経営状況について
防災について 手話を知ろう 水道施設について
避難所の運営について 要約筆記について 下水道の維持管理について
八幡市防災アプリの使用法について 児童虐待について 生涯スポーツについて
タイムラインの作成について ヤングケアラーについて 八幡市の歴史について
公金の収納について 認定こども園について 生涯学習のすすめ
戸籍について 介護保険制度について 生活に図書館を！
人権問題について 認知症サポーター養成講座 「子どもの読書」どうしたら？
女性の人権について（一般向け） 八幡市健幸づくり政策について 地方議会について
女性の人権について（事業所向け） 国民健康保険について 選挙について
地球温暖化問題について 高齢者医療制度について

　

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を

テ
ー
マ
に
、
落
語
家
・
桂
南
光

さ
ん
ほ
か
に
よ
る
落
語
会
と
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

楽
し
く
学
ん
で
、
消
費
者
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

※
参
加
無
料
。

■
日
時

12
月
10
日
（
土
）
開

場
は
午
後
１
時
〜
、
開
演
は
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
予

定
）

■
場
所　
文
化
セ
ン
タ
ー　

大

ホ
ー
ル

■
定
員　
５
０
０
人

■
出
演
者　
桂　

南
光
さ
ん
、

桂　

米
二
さ
ん
、
桂　

二
豆
さ

ん
、
二
之
宮
義
人
弁
護
士　

ほ

問市民協働推進課（☎983‒5749）

や
さ
し
い
日
本
語
の
ポ
イ
ン
ト　
　
　
　
　
　
　
　

【
は
さ
み
の
法
則
】

　
「
は
っ
き
り
言
う
」「
さ
い
ご
（
最
後
）
ま
で
言
う
」

「
み
じ
か
く
（
短
く
）
言
う
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
う
と
き
の
基
本
的
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

１
「
は
っ
き
り
言
う
」

　

明
瞭
な
論
理
で
話
す
、
明
瞭
に
発
音
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、「
ゆ
っ
く
り
話
す
」
と
か
え

っ
て
わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

２
「
さ
い
ご
（
最
後
）
ま
で
言
う
」

　

文
末
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
相
手
の
返
事
を
待
つ

の
は
日
本
語
の
独
特
な
会
話
方
法
で
す
。
外
国
人
と
接

す
る
時
は
、
最
後
ま
で
言
い
切
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
「
み
じ
か
く
（
短
く
）
言
う
」

　

と
に
か
く
一
文
を
短
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
短

く
言
う
」こ
と
で「
は
っ
き
り
言
う
」こ
と
や「
さ
い
ご
ま

で
言
う
」こ
と
も
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

やさしい日本語優 易～みんなでやさしい日本語を使ってみませんか～
　
具
体
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
文
章
を
「
は
さ
み
の
法
則
」
を
使
っ
て
や
さ

し
い
日
本
語
に
言
い
換
え
て
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
文
ず
つ
短
く
し
、
は
っ
き
り
、
最

後
ま
で
言
う
だ
け
で
、
や
さ
し
い
日
本
語
に
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
号
も
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
う
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
ま
ず
「
短
く
」
区
切
り
ま
す
。

❶
大
阪
に
住
ん
で
い
る
友
人
と

❷
２
年
前
に
渋
谷
で

❸
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
の
で
す
が
、

❹
友
人
は
「
こ
ん
な
ん
自
分
で
作
っ
た
方
が
お
い

し
い
わ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
次
に
「
は
っ
き
り
」「
最
後
ま
で
」
言
い
ま
す
。

❶
私
の
友
達
は
、
大
阪
に
住
ん
で
い
ま
す
。

❷
私
と
友
達
は
、２
年
前
に
渋
谷
に
行
き
ま
し
た
。

❸
私
と
友
達
は
、
お
好
み
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。

❹
で
も
友
達
は
、「
こ
れ
は
お
い
し
く
な
い
で
す
。

私
が
作
っ
た
方
が
お
い
し
い
で
す
。」
と
言
い

ま
し
た
。

　

大
阪
に
住
ん
で
い
る
友
人
と
２
年
前
に

渋
谷
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
の
で
す

が
、
友
人
は
「
こ
ん
な
ん
自
分
で
作
っ
た

方
が
お
い
し
い
わ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

か■
制
作
協
力　
株
式
会
社
米
朝

事
務
所

■
応
募
方
法　
郵
便
往
復
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
11

月
18
日
（
金
）
ま
で
に
生
活
情

報
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
１
４
・
８

３
７
３　

八
幡
市
男
山
八
望
３

の
１　

Ｂ
51
棟
）
へ
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）。

※
申
し
込
み
は
１
人
１
回
ま

で
。
重
複
し
て
の
申
し
込
み
は

無
効
。
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２

人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
を
持
ち
込
ん
で
の
申

し
込
み
は
不
可
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
の
う
え
、
11
月
28
日
ご
ろ
に

返
信
し
ま
す
。

■
申
込
資
格　
市
内
在
住
の
中

学
生
以
上
の
人

■
注
意
事
項　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

中
止
も
し
く
は
定
員
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

桂南光さんほか 落語会とトークショー

問
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
９
８
３
・
８
４
０
０
）

市制施行45周年記念事業　　　　生活情報センター寄席

落語家 桂南光さん来る！
楽しく学ぼう、撃退！悪質商法

だまされたら
アカン！
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市
制
45
周
年
を
記
念
し
、
そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
わ

た
（
コ
ミ
バ
ス
）
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
車
体
を
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
た
コ
ミ
バ
ス
＝
写
真
左

＝
が
次
の
期
間
運
行
し
ま
す
。

■
運
行
期
間　
令
和
４
年
11
月

１
日
（
火
）
〜
当
面
の
間

■
運
行
ル
ー
ト　
橋
本
東
山
本

〜
市
民
体
育
館

■
運
行
便
数　
１
日
10
便

　

ま
た
、
市
制
45
周
年
記
念
デ

ザ
イ
ン
の
一
日
乗
車
券
＝
同
右

＝
を
販
売
（
１
枚
３
０
０
円
）

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
な
く
な
り
次
第
、販
売
終
了
。

11
月
か
ら

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
コ
ミ
バ
ス
の

運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
管
理
・
交
通
課

　
（
☎
９
８
３
・
５
１
４
４
）

市制施行45周年記念

問（一財）京都府交通安全協会（☎411‒0056･0057）
　管理・交通課（☎983‒5144）

　自動車を手放せない高齢者
が安全運転を続けるために、
危険予測トレーニングや認知
機能・身体機能低下抑止トレ
ーニングなどを行います。
　また、お子さんも楽しめる
はたらく車大集合やふれあい
動物園、ミニ電車などの企画

や、市制施行45周年を記念し
たラッピングバスの展示、コ
ミバス記念一日乗車券の販売
も行います。
　詳細は市ホームページやイ
ベントのチラシをご覧くださ
い（参加無料）。
■日時　11月27日（日）
　　　　午後１時～４時
■場所　市民体育館・
　　　　市民スポーツ公園

交通安全フェアin八幡

石清水八幡宮

正法寺

相槌神社

単伝庵

八角堂

神應寺

飛行神社

善法律寺

伊佐家住宅

京都 やわたの紅葉満喫

　秋の文化財一斉公開の期間中、社寺
間の移動に便利な「周遊時空バス」を
運行します。
　また、ＪＲ山崎駅と京阪石清水八幡
宮駅を往復する「シャトルバス」を初

　市内の７社寺と伊佐家住宅および八角堂で、文化財
特別公開を実施します。このうち、７社寺では花手水
や生け花のしつらえもお楽しみいただけます。皆さま
のお越しをお待ちしています。

周遊時空バスを運行します めて運行します。
※バスの運行ルートや時刻表は、右記
ＱＲコードにアクセス（11月上旬公開
予定）し、ご確認ください。
※事前予約不要。利用無料。

問商工観光課（☎983‒2853）

問商工会（☎981‒0234）

　場所・内容　▲

石清水八幡宮　特別昇殿参拝、文化財特別公開、霊元法皇
奉納雅楽器一式展示、供花神饌展示、春夏秋冬刺繍御朱印
授与、書院石庭公開▲

飛行神社　能管・お神楽奉納演奏（20日のみ）、二宮忠八
生誕地・八幡浜市物産展、花手水朱印の授与▲

神應寺　第19回紅葉まつり、特別拝観（無料参拝、ガイド
による案内あり）、寺宝の公開、書院茶席、山麓駐車場で
の手づくり市▲

善法律寺　本堂特別公開（有料拝観：500円、ガイドによ
る案内あり）、八幡大菩薩御影御朱印授与、もみじ茶席（19
日のみ）▲

正法寺　本堂特別公開（有料拝観：700円、ガイドによる
案内あり）▲

単伝庵　記念御朱印授与、お茶席▲

相槌神社　特別御朱印（御朱印の授与は、春日神社社務所
までお越しください）▲

八角堂　堂内特別公開、彩色の資料等展示紹介▲

伊佐家住宅　ガイド付き見学（午前11時～、午後２時～。
各回定員15名。見学料300円）

　日　時　　　
11月19日（土）、20日（日）
※時間は各社寺等で異なります。詳しくは右
記のＱＲコードにアクセスし、ご覧いただく
か、観光協会へお問い合わせください。

問観光協会（☎981‒1141）

秋の華めぐり

第５回
善法律寺ライトアップ
　文化財一斉公開期間中、同寺の
境内が、午後５時30分～８時にラ
イトアップ。夜の闇に艶やかに浮
かび上がる紅葉をご堪能ください。
※参加無料。本堂への拝観は別途、拝観料が必要。

昨年の善法律寺の
ライトアップ

の文化財
一斉公開
秋

八幡市
観光協会HP
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八幡市協力医療機関 (高齢者インフルエンザ）
医療機関名 住　所 電話番号 予約

( ※１)
あさか内科医院 男山泉 468-3712 要

( ※２)
いばら木整形外科医院 八幡三本橋 983-5656 不要
入江医院 男山長沢 983-1718 不要
大塚産婦人科医院 男山長沢 982-1866 要
大森医院 橋本栗ケ谷 971-0033 不要
小川医院 男山泉 963-5790 要
長村内科医院 内里内 981-1023 要
男山病院 男山泉 983-0001 要
かたやまクリニック 欽明台中央 982-8181 要
京都八幡病院 川口別所 971-2001 要
工藤内科クリニック 橋本東原 982-0151 不要
小糸医院 男山金振 983-5110 不要
しげまつ耳鼻咽喉科医院 男山長沢 981-8733 要
下野医院 八幡平谷 981-0030 不要
すぎたに内科クリニック 八幡中ノ山 971-7878 要
たまがきあやこキッズクリニック 欽明台中央 205-1646 要
となみクリニック 八幡樋ノ口 633-5565 不要
なかじま整形外科リウマチクリニック 欽明台中央 971-0012 要
中村診療所 八幡山柴 981-0510 要
にのゆ耳鼻咽喉科医院 八幡三本橋 981-8878 要
ふじさわ皮膚科クリニック 欽明台北 972-2860 不要

みぎはし医院 男山竹園 981-0282 要
（※３）

みのやま病院 欽明台北 983-1201 要
みよし内科・消化器科 八幡柿ケ谷 981-6860 要
むらたファミリークリニック 男山石城 925-6030 要
もりおか耳鼻咽喉科医院 男山金振 972-5733 要
やすだこどもクリニック 欽明台西 971-1102 要
山下医院 橋本向山 982-2310 不要
八幡中央病院 八幡五反田 983-0119 要
※１インフルエンザワクチンの入荷・準備状況は、各医療機関で異なりま

す。高齢者インフルエンザの予約受付時間は各医療機関の診察時間内。
※２あさか内科医院は定期投薬のある人のみ。
※３みぎはし医院は月・火・水・金曜日の午後４時～６時、ホームページ
または電話にて予約受付。

【表②】

▲

高齢者(65歳以上）のインフルエンザ予防接種
接種期間　令和５年１月31日(火）まで
申込期間　令和５年１月13日(金）まで
対　象　　65歳以上または60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能障が

いがあり、身体障害者手帳の内部障害１級と認定されている人※
年齢は接種日時点、市内に住民登録がある人。

費　用　　1,500円(市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は、接種前に健
康推進課で助成申請すると無料になります）※【表①】参考。

事前申込方法　申請書に記入し健康推進課へ提出してください(申請書は健
康推進課窓口や市ホームページから入手できます）。

① 八幡市協力医療機関【表②】で接種希望自己負担 1,500 円 ( 市民税課税世帯 ) →

直接医療機関へ ( 市
への申込不要）
※保険証または各種
受給者証を持参

② 八幡市協力医療機関で接種希望無料 (市民税非課税世帯・生活保護世帯 ) → 健康推進課へ
事前申し込み

③ 八幡市協力医療機関以外または市外で接種希望 → 健康推進課へ
事前申し込み

※世帯とは、住民登録上の同一世帯員。
※②・③の接種後の申し込みはできません。

予防接種の申込方法 【表①】

がん検診を受けましょう！※費用は無料

各がん検診申込方法　１～３ 共通
　健康推進課で申し込みいただくか、ハガキに希望検診名・住所・氏名・
生年月日・電話番号・受診する医療機関名(子宮頸がん検診・乳がん検
診の場合)を記入し、〒614-8501(住所不要)健康推進課へ。※子宮頸が
ん検診は、医療機関名の記入がない場合、市内用の案内を送付します。
問保健係(☎983‒1115)

　新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、各検診の中止または実
施時期の変更等が生じる可能性があります。最新の情報は、市ホームペ
ージなどでご確認ください。

１ 大腸がん検診(市役所での受診)　要申込
申込期限　11月１日(火)～25日(金)※郵送の場合は当日消印有効。
対　象　　40歳以上(令和５年３月31日時点)の人※すでに医療機関で市

の大腸がん検診を受診済の人は受診不可。年度内１回のみ。
内　容　　問診、検便(便潜血反応検査)
検体受付　12月12日(月)～23日(金)(土・日を除く)午前８時30分～正午、

午後１時～３時に健康推進課へ。
※申込者には12月６日(火)に検体容器を発送予定。

２ 子宮頸がん検診　要申込
実施期間　令和５年２月28日(火)まで
申込期限　令和５年１月31日(火)まで※当日消印有効。
対　象　　20歳以上(令和５年３月31日時点)の女性※令和３年度に市の

検診を受けた人(クーポン券受診者含む)は除く。
内　容　　問診、婦人科内診、子宮頸部細胞診
場　所　　京都府内の指定医療機関(市内は大塚産婦人科医院、おさむ

ら産婦人科)

３ 乳がん検診　一部要申込
実施期間　令和５年２月28日(火)まで
申込期限　令和５年１月31日(火)まで※当日消印有効。
対　象　　40歳以上(令和５年３月31日時点)の女性のうち西暦奇数年生

まれの人※乳房形成術を受けたことのある人、妊娠中の人、
ペースメーカーを装着している人、胸部の皮下に医療器具を
埋め込んでいる人は受診できません。また、新型コロナワク
チン接種後は脇のリンパ節が腫れることがあり、正確に検査
できない場合があるので、接種時期にご注意ください。

内　容　　問診、マンモグラフィ (40歳代：２方向、50歳以上：１方向)
場　所　　京都府内の指定医療機関(男山病院、京都八幡病院、京都田

辺中央病院については申込不要。直接医療機関へ予約)※期
限間際は予約が混み合います。余裕をもって受診してくださ
い。

※西暦偶数年生まれで令和３年度に市の検診を未受診の人のうち、検診
を希望される人は健康推進課までお問い合せください。

▲

離乳食教室
　～大人ご飯と一緒に作る 
　　　　　　　　簡単離乳食～
日　時　12月15日(木）午後１時30
分～３時
場　所　文化センター３階
対　象　生後４カ月～１歳未満のお
子さんのいる保護者
定　員　おおむね先着７組
持ち物　筆記用具、母子健康手帳
内　容　５～11カ月の離乳食の講義
と調理見学(試食はありません）
申・問12月８日(木）までに電話で
保健係(☎983‒1115）へ(当日欠席の
ときは必ず連絡してください）

▲

出張がん個別相談
日　時　11月８日(火）、12月13日
(火）。各日、午後１時30分～３時30
分※要予約。相談無料。
場　所　山城北保健所(宇治市宇治
若森７‒６）
申・問実施日の前日までに、電話で
京都府がん総合相談支援センター
(☎0120‒078‒394、平日の午後４時
まで）へ

▲

歯周疾患検診
　令和４年度に40歳、50歳、60歳、
70歳になる人を対象に個人通知を行
っています。
　受診期間は12月27日(火）までと
なっていますので、この機会にぜひ
受診してください。検診費用は無料
です。

▲

予防接種、健診、医療機関への受診を控えていませんか？
・かかりつけ医への相談
・乳幼児健診・予防接種
・がん検診
　乳幼児の予防接種を遅らせると、
免疫がつくのが遅れ、重い感染症に

なるリスクが高まります。また、生
活習慣病や がんの早期発見には、定
期的な健診と 適切な受診が重要で
す。
問保健係(☎983‒1115）

▲

減塩みそ手づくり教室
　減塩で無添加のみそを一緒につく
ってみませんか。
日　時　①11月29日（火）、②12月
13日（火）、③令和５年１月24日（火）、
④２月14日（火）、⑤２月28日（火）
※各日午前10時～11時、午前11時～
正午、正午～午後１時。
場　所　福祉会館調理室
対　象　市内在住・在勤の人
参加費　3,000円（麹２kg、大豆１
kg、塩400g）※完成品は４kg強。
定　員　各時間帯９人（先着順）
持ち物　エプロン、手ふき、みそを
入れる容器（約５㍑）など
申・問開催日の２週間前までに健康
推進課（☎983‒1115）へ

▲

減塩みそチャレンジ教室
　みそのつくり方を詳しく丁寧にお
伝えする体験教室です。
日　時　12月９日（金）午前10時～
11時30分
場　所　生涯学習センター調理室
対　象　市内在住の人
参加費　1,500円※完成品は２kg強。
定　員　６人（申し込み多数の場合
は抽選）
持ち物　エプロン、手ふき、みそを
入れる容器（約2.5㍑）など
申・問11月15日（火）までに健康推
進課（☎983‒1115）へ
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休日応急診療所

小児救急医療

小児救急医療電話相談

救急の電話相談窓口
☎#7119または☎0570-00-7119
急な病気やケガで迷ったら、お電話くだ
さい。看護師等が相談に応じます。
開設時間　24時間365日
対　　象　全年齢

☎#8000または☎661-5596
　小児科担当看護師や小児科医師が、休日、
夜間の電話相談に応じます。
相談時間　午後７時～翌朝８時
※土曜日は午後３時～翌朝８時

次の医療機関では、休日・夜間に小児専
門医が当直し、小児救急患者を診察します。
●男山病院(☎983-0001）
　毎週金曜日(祝日は除く）
　午後６時～翌朝８時
●宇治徳洲会病院(☎0774-20-1111）
24時間365日
●京都田辺中央病院(☎0774-63-1111）
24時間365日

診 療 日　日曜日・祝日・年末年始
場　　所　八幡園内73-3(市役所北側）
診療科目　内科・小児科
受付時間　午前11時30分～午後５時30分
診療時間　正午～
新型コロナウイルス感染症予防の観点か
ら、待合室での混雑を防ぐため、季節性イ
ンフルエンザ・新型コロナウイルス感染症
などの検査は行いませんので、ご注意くだ
さい。

☎983-3001(事前予約制）

◆保健コーナーに関する問い合わ
せは、健康推進課へ(個別に問い
合わせがあるものを除く）。
◎乳幼児健診や予防接種を受ける
前に、あらかじめ質問票や予診票
を記入してから会場までお越しく
ださい。
◎予防接種を受ける前に、冊子「予
防接種と子どもの健康」をよくお
読みください。
◎母子健康手帳を忘れずに持参く
ださい。

11月の乳幼児健康診査・すこやか子ども相談のご案内 問保健係(☎983‒1115）

事業名 会　場 日　程 受付時間 対　象 12 月の日程

４カ月児健康診査 母子健康センター ２日(水) 午後１時～２時 令和４年６月21日～７月12日生 22日(木)29日(火) 令和４年７月13日～８月３日生
10カ月児健康相談 母子健康センター 18日(金) 午前９時30分～10時30分 令和３年12月生 14日(水)

１歳８カ月児
健康診査 母子健康センター ９日(水) 午後１時～２時 令和３年２月11日～３月３日生 13日(火)28日(月) 令和３年３月４日～３月18日生

３歳児健康診査 母子健康センター 15日(火) 午後１時～２時 令和元年５月生 20日(火)
16日(水) 21日(水)

すこやか
子ども相談

子ども・子育て
支援センター
(すくすくの杜)▲

７日(月) 午前９時30分～10時30分 ０歳から就学前までの乳幼児で
希望があれば、お電話で予約の
上、母子健康手帳を持って会場
へお越しください。母子健康センター 17日(木) 午後１時30分～２時30分

６日(火)
※午前開催

▲子ども・子育て支援センター（すくすくの杜）は、南玄関が出入り口となります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合は、個別連絡、市ホームページなどでお知らせします。
※各健診の対象者には通知しています。(予約制)
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル、体調確認票、質問用紙
【健診内容】身体計測、内科診察(健診のみ）、育児相談、発達確認、栄養相談をします。
◎10カ月児健康相談は当日、子ども用の歯ブラシをプレゼントします。
◎１歳８カ月児健康診査、３歳児健康診査は歯科検診があります。
◎３歳児健康診査は視力検査と尿検査があります。尿検査は、健診当日の朝の尿を容器にとってお持ちください。
【すこやか子ども相談内容】身体計測、育児相談、栄養相談をします。身体計測については、２歳までのお子さんが対象となります。

定期予防接種のお知らせ 問保健係(☎983‒1115）

▲

11 月の各種健康相談

▽窓口健康相談
15日(火)母子健康センター (要予
約)
・40歳以上が対象。保健師が健康
に関する相談に応じます。
▽高齢者健康相談
17日(木)南ケ丘老人の家
24日(木)八寿園(要予約)
・65歳以上が対象。血圧測定と検
尿の後、保健師が健康相談に応
じます。
・上記の施設以外でも、日時・場
所などご希望がある場合はご連
絡ください。
※時間は午前９時30分～11時(ただ
し、八寿園は10時30分まで)。
※要予約の会場での健康相談は事
前に保健係(☎983‒1115)へ予約を。

【集団予防接種】
ＢＣＧ予防接種
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、母子健康センターでのＢＣＧ予防接種は予約制で実施します。対象者には個別
に案内を送付します。また、当面の間、市内一部の医療機関での個別接種も選択できます。個別接種を希望される人は、事前に
必ず健康推進課までご連絡ください。
日時・場所　11月８日(火）午後１時10分～２時10分・母子健康センター (予約制）
対　象　令和４年５月生
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合は、個別連絡や市ホームページでお知らせします。
次回の日程は、12月８日(木）です。
【個別予防接種】
　対象者には個別通知を行っています。送付された予診票と母子健康手帳、健康保険証など、住所が確認できるものを必ず持参
して、予診票裏面の指定医療機関にて対象年齢内に接種を受けてください。

ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混合(ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ)、麻しん風しん混合(ＭＲ)、水痘、二
種混合(ジフテリア・破傷風)、日本脳炎(※①・②)、ＨＰＶ(子宮頸がん予防）ワクチン(※③)、ロタ

※①特例対象者について、平成14年４月２日～平成19年４月１日生で20歳未満の人は第１期・第２期の接種不足回数分の接種を
受けることができます。
※②優先接種の終了に伴い、しばらくは接種希望者が集中し、予約が取りづらくなることが予想されますのでご注意ください。
また、接種をお待ちいただいていた令和４年度で５歳・10歳になる人には、誕生月の月末に予診票を送付します。それ以前に接
種を希望される場合は、健康推進課までご連絡ください。
※③積極的な勧奨を差し控えている間に定期接種の対象であった人については、接種機会の提供(キャッチアップ接種）があり
ます。対象者には個別通知を行っています。
対象者　平成９年４月２日～平成18年４月１日生の女子で未接種の人
対象期間　令和４年４月～令和７年３月末
【注意事項】
◆接種の際は、母子健康手帳・予診票が必ず必要です。(個別接種の場合は、健康保険証などの住所が確認できるものも必要）
◆母子健康手帳・予診票を忘れた場合、接種を受けることができませんのでご注意ください。
◆通知が届かない人や転入された人、予診票を紛失された人は健康推進課まで申し込みください。(電話申込可)
◆市外での接種を希望する人は、２週間前までに健康推進課へご連絡ください。
◆特別な事情等により、対象年齢内に接種できなかった場合には、健康推進課へご相談ください。

場所・日時

①

文化センター
11月７日、14日、21日、28日、
12月５日、12日、19日。各日月
曜日。午後２時30分～４時

②

地域包括ケア複合施設ＹＭＢＴ
11月７日、14日、21日、28日、
12月５日、12日、19日。各日月
曜日。午前10時～11時30分

③

よりば路(京都八勝館横）
11月９日、16日、30日、12月７日、
14日、21日。各日水曜日。午前
10時～11時30分

▲

元気アップ体操教室
　音楽体操、筋トレ、ストレッチ、
体の動きをよくする体操など、動い
て笑って、体と頭と心を元気にする
運動教室です。右の表のほか、市内
各所で実施しておりますので、お問
い合わせください。
参加費　１回500円(初回は参加費無
料。お得なパスポートもあります）
問特定非営利活動法人　元気アップ
ＡＧＥプロジェクト(☎080‒4242‒
4734）

▲

元気アップ体力測定会

　30分程度の簡単な体力測定です。
ぜひご参加ください。※参加費無
料。
日　時　①11月２日(水）、②10日
(木）、③16日(水）、④18日(金）※
時間は各日午前10時～正午、午後１
時30分～４時。
場　所　①橋本公民館、②美濃山コ
ミュニティセンター、③生涯学習セ
ンター、④有都福祉交流センター
(午前）・福祉会館(午後）
対　象　市内在住の60歳以上の人
定　員　各会場先着順で30分ごとに
５人ずつの測定枠
内　容　握力、歩行速度、いすの立
ち上がり等
申・問電話または直接窓口で、健康
推進課(☎983‒1116）へ

▲

男性料理教室
日　時　11月21日(月）午前10時～
午後１時
場　所　福祉会館調理室
対　象　市内在住の男性
定　員　15人(先着順）
献　立　ご飯、チキン南蛮、水菜と

長芋のサラダ、干し椎茸のとろみス
ープ、豆花(豆乳のスイーツ）
参加費　600円(当日徴収）
持ち物　エプロン、三角巾(バンダ
ナなど）、ふきん２枚、筆記用具
申・問11月11日(金）までに電話ま
たは直接窓口で健康推進課(☎983‒
1115）へ
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今月今月ののこの人この人

　全15競技のスポーツが体
験できる「やわたスポーツ
カーニバル2022」を10月10
日、市民スポーツ公園・市
民体育館で開催し、親子連
れなど1,152人が来場しま
した。
　会場では、女子ラグビー
チーム「神戸ファストジャ
イロ」のスーパーバイザー
を務めるラグビー界の名
将、記虎敏和さんによるラ
グビー教室も開催。参加者
は、同チームの選手とラグ
ビーボールを使った鬼ごっ
こなどのゲームを楽しみま

した。
　教室終了後、記虎さんは
「いろいろなことに挑戦し、
自分の可能性を広げてくだ
さい」と参加者へエールを
送りました。
　ほかにも、正方形のコー
トでボールを投げ、目標に
近づいた点数を競う「スク
エアボッチャ」などのニュ
ースポーツ体験も実施。来
場者はさまざまなスポーツ
に挑戦しながら、その魅力
に触れていました。
　ラグビー教室に参加した
篠原瑛

えい

人
と

くん（７）は「選手
とのゲームは楽しかった。
またやりたい」と話してい
ました。

神戸ファストジャイロのラグビー選手とゲームを楽しむ参加者

やわたスポーツカーニバル2022

15競技 1,152人来場

　「天候の影響を受けやすいの
は大変だが、作物が育つ楽しさ
が農業の魅力」と笑顔で話すの
は、内里で農家を営む長村信幸
さん。
　長村さんが実家の後継ぎとし
て就農したのは高校卒業後。当
時は稲作が主流でしたが、昭和
45年以降、減反政策の影響で米
の出荷が減少。野菜を育てる畑
の拡張や機械の導入を行い、時

代の変化に対応しながら農業を
続けてきました。
　農家は、経営的自立と存続の
方法を自ら考える必要があると
話す長村さん。地域の実情に合
わせて農地の有効利用を進める
ほか、地元農家と積極的に交流
を行い、意見の取りまとめや相
談への助言も行っています。
　長村さんは「八幡の農家はみ
んな楽しそうに協力してやって

いて良い。若手も助け合いなが
らまた次の世代を育ててほし
い」と、今後も農業の持続的な
発展のため、地域に根ざした活
動を続けていきます。

　内里で米や野菜を育てる農家。平成29
年より市農業委員会の会長を務め、地元
農家の発展に向けて活動している。

長お
さ

村む
ら

信の
ぶ

幸ゆ
き

さ
ん

農業 持続可能な発展目指す

　本コーナーでは、市にゆ
かりのある人物や団体を紹
介しています。詳しくは、
市ホームページまたは秘書
広報課へ。

イマジネーション・プレイグラウンドで遊ぶ子どもたち
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公
園

よ
り
み
ち
マ
ル
シ
ェ
」
を
さ
く

ら
近
隣
公
園
周
辺
で
開
催
し
、

約
６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、秋
空
の
下
、

公
園
の
遊
具
や
広
場
を
利
用
し

た
催
し
に
よ
り
み
ち
し
、
多
世

代
の
人
に
楽
し
く
過
ご
し
な
が

ら
健
幸
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
お
う
と
、
男
山
地
域
ま
ち

づ
く
り
連
携
協
定
に
基
づ
き
活

動
し
て
い
る
関
西
大
学
団
地
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
を
得

鎌倉殿と石
清
水
八
幡
宮

「
吾
妻
鏡
」に
頼
朝
公
が
男
山
に
向
か
っ
て
遥
拝

スペシャルフォーラム

ドラマ関係者や権宮司ら解説

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
１
部
で

は
、
平
安
時
代
に
は
じ
ま
る

石
清
水
八
幡
宮
の
秘
祭
「
御み

神か
ぐ
ら楽
」
を
同
宮
の
田
中
恆
清
宮

司
の
紹
介
後
に
上
映
。
八
幡
雅

楽
会
も
登
場
し
、
衣
装
や
神か

ぐ
ら楽

笛ぶ
え

な
ど
の
楽
器
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
風
俗
考
証
を

務
め
る
立
正
大
学
の
佐
多
芳
彦

教
授
、
清
水
拓
哉
制
作
統
括
、

石
清
水
八
幡
宮
の
田
中
朋
清
権

宮
司
を
招
き
、
同
ド
ラ
マ
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
源
氏
一
門
の

氏
神
で
あ
っ
た
石
清
水
八
幡
宮

と
の
関
係
に
迫
り
ま
し
た
。

　

佐
多
さ
ん
は
、
ド
ラ
マ
の
人

物
像
の
分
析
や
当
時
の
衣
装
を

詳
し
く
解
説
し
、清
水
さ
ん
は
、

装
束
を
改
め
た
源
頼
朝
が
令

り
ょ
う

旨じ

を
受
け
取
る
場
面
で
歴
史
書

「
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

」
の
「
頼
朝
公
が
男

山
に
向
か
っ
て
遥
拝
し
、
令
旨

に
目
を
通
し
た
」
と
い
う
記
述

を
紹
介
。
田
中
権
宮
司
は
「
頼

朝
公
は
、故
郷
の
京
都
を
思
い
、

５
度
参
拝
し
た
石
清
水
八
幡
宮

を
心
の
支
え
に
し
て
い
た
の
で

は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
15
日
、
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催

の
「
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13

人
』
ス
ペ
シ
ャ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

八
幡
」を
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

３
４
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

文化センターで行われたフォーラムの様子

秋空の下 さくら公園にぎわう

遊
具
や
広
場
で
楽
し
む
催
し

ラ
グ
ビ
ー
選
手
と
ゲ
ー
ム
も
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